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　Cinnamomum　verum　J．　S．　PREsL　of　family　Lauraceae　is　one　of　the　important　cultivated　me－
dicinal　plants　in　Democratic　Socialist　Republic　of　Sri－Lanka．　The　bark　of　the　tree，　“CIN－
NAMOMI　N’ERI　CORTEX，”　KURUNDUPOTU　in　Singhalese，　js　known　to　be　a　famous
spice　under　the　name　of　Cinnamon．　Besides，　KURUNDUPOTU　is　also　an　Ayurvedic　drug
used　for　dyspepsia，　flatulence，　diarrhoea，　dysentery，　vomiting，　etb．　Nowadays，　as　a　spice，
Cinnamon　is　divided　commercially　into　thirteen　grades　on　the　bases　of　differences　of　the　diameter
and　quantity　of　Foxing　of　the　Quillings．　Among　these，　we　got　nine　popular　grades　from　the
Bureau　of　Ceylon　Standard．To　know　the　qualitical　differences　of　each　grade，　anatomichl　and
chemical　studies　of　all　these　were　made．
　Our　results　showed　that　higher　graded　Cinnamon　had　less　mechanical　tissues　anatomically　and
contained　mor◎essential　oils　chemically．　Moreover，　in　essential　oils，　the　percentage　of　cin－
namyl　acetate　was　found　higher　and　that　of　cinnamaldehyde　was　lower　in　higher　graded　ones．
　Keywords　CINNAMOMI、ノERI　C　ORTEX；Cinnamomu〃1　verum；CINNAMOMI　COR－
TEX；　Cinnamon；　grade；　anatomy；　cinnamyl　acetate；　cinnamaldehyde；　essential　oil
　スリランカ（Democratic　Socialist　Republic　of　Sri－Lanka）1こおける民族医療はアーユルヴェーダ（インド医
学）が主流である．スリランカにおいて栽培される代表的なアーユルヴェーダ薬物の一つにKURUNDUPOTU
（cinnamon　barkの意味のシンハリ名）があり，このものはLauraceaeのCinnamomum　verum　J・　S・PREsL（＝C・
ieylanicum　NEESセイロンニッケイ）のコルク層を剥いだ樹皮である．アーユルヴェーダではKURUNDUPOTU
は強壮，健胃，駆風薬などとして用いられ，また民間的にも頭痛や感冒，鼻汁，呼吸器疾患，下痢などに利用されて
いる2）．その産出量は年々増加しており，大半は香辛料として輸出され，一部が薬用あるいは料理用に国内で消費さ
れている2）．
　セイロン桂皮についてはすでに太田らにより日本市場品の内部形態3），コロンボおよびスイス市場品とコロンボ近
郊などでの栽培品との内部形態による比較研究4）がなされているが，品質匠ついてはいっさい触れられていない．現
在，セイロン桂皮には商取引上13の等級があり，それらの等級はBureau　of　Ceylon　Standardで規格されている．
（35）
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等級はAlba，　Continental　5　special，　Continental　5，同4，同3，同2，同1，Mexican　5　special，同5，同4，
Hamburg　1，同2，同3の名称で呼ばれ，これらはQuilling5）の太さやFoxing6）の量で規定されている2）・Alba
が最高級品とされ，Continentalグループ，　Mexicanグループ，　Hamburgグループと続くが，　Continentalグルー
プの低級品よりはMexicanグループの高級品の方が品質がよいといわれている．これらのグループ名はそれぞれ輸
出先国の違いを示しており，Hamburgグループ以外は番号の大きいものが高級品とされている．今回，栽培地を調
査するとともにこれらの13等級のうち，とくに流通量の多い9等級を入手し，各等級間の内部形態および精油成分の
差異を検討したので報告する．また生薬市場および製薬工場において入手したKURUNDUPOTUの等級について
も検討した．
実　験　の　部
　1．材　　料（使用した材料はすべて富山医科薬科大学和漢薬研究所民族薬物資料館に保存されている．番号は同
資料館における標本番号を示す）
　生薬材料＝ColomboのBureau　of　Ceylon　Standardから1980年2月に入手したAlba（No．　04001），　Continen－
tal　5　special　（No．　04002），　Continental　5　（No．　04003），　Continental　4　（No．　04004），　Mexican　5　（No．　04005），
Mexican　4（No．04006），　Hamburg　1（No．04007），　Hamburg　2（No．04008）およびMataraのP．　V．　P．　Jayase・
kera氏（Cinnamon　Dealer）から1980年2月に入手したContinental　5　special（No．04009），　Continental　5（No・
04010），　Mexican　5　（No．　04011），　Mexican　4　（No．　04012），　Hamburg　1　（No．　04015），　Hamburg　2　（No．　04014），
Hamburg　3（No．04013）の各等級品．
　アーユルヴェーダ薬物KURUNDUPOTUはColomboのAyurveda　Corporation（1983年2月，　No・01606），
およびAnuradhapuraのAnuradhapura　Aushadhalaya（1980年1月，　No．04000）からの入手品．
　比較材料：Cinnamomum　veru〃1　J．　S．　PRESLセイロンニッケイは，　MataraにおけるDeckman　Buultjens氏栽培
品（1980年2月6日，T．Namba　et　al．，557）を用いた．
　II．　測定機器
　GCはShimadzu　GC・6A型を使用．カラム：5％Thermon－1000〔Chromosorb　W（AW－DMCS），2m×3mm
i．d．〕；カラム温度：160℃；injection温度：200℃；carrier　gas：N2（40　ml／min）で測定．成分組成の算出はデー
タ処理装置Shimadzu　Chromatopac　EIAひごよった．　GC－MSは日本電子JMS－D　300型ガスクロマトグラフィー
直結質量分析計を使用．カラム：5％Thermon－1000〔Chromosorb　W（AW－DMCS），2m×2mm　i．　d．〕；カラム
温度：160。C；injection温度：200℃；carrier　gas＝He（2　kg／cm2）；MSのイオン化電圧：70　eV；イオン加速電
圧：3kVで測定．
　III．　標準試料および試薬
　t－cinnamaldehyde，　cinnamyl　alcoholおよびeugenolは半井化学薬品（試薬1級）のものを用いた．またcin－
namyl　acetateは上記のcinnamyl　alcoho1を無水酢酸とピリジンでアセチル化して用いた．
　IV．　試料の作成
　1）成分の確i認および組成：試料の粉末50gをとり，日局10のケイヒの精油含量の試験法に準じて操作し，得ら
れた油層をGCおよびGC－MSの試料とした．
　V．外部および内部形態
　1）セイロン桂皮：検討した各等級は内部形態的にすべて同一植物，すなわちC．・verumのコルク層を剥いだ枝の
皮を基源とするものであった7）．
　i．　Alba
　外形＝Quillingは径0．5～0．75　cm，3～4枚の薄皮からなる．皮部の厚さは0．3～0．8mmで通常外巻の皮のほ
うが厚い．外面は平滑で黄褐色を呈し，白色の細い線が縦走する．Foxingはほとんど認められない．内面は平滑で
黄褐色．
　内部形態（Fig．1－A）：皮層は厚さ8）520～1，000　Ptmで，通常一次皮層は剥ぎ取られて欠如している．石細胞環は
幅50～280μmの帯状に連続し，均等あるいはU字型に厚膜化した細胞からなるが，厚膜化の顕著な細胞は少ない．
石細胞環には繊維束が100～800μm間隔で現れる（1，000　Ptm間に存在する繊維束：は5個以下）．二次皮層は厚さ
360～780μmで，まれに環の直下に3～8細胞からなる小型の石細胞群が認められる．放射方向に累積された石細胞
環および石細胞群が800μm平方の区画内で占める割合（以下St％と称する）9）は110～23．0％．放射組織は1～
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　　　　　　　　　　Fig．　1．　CINNAMOMI　VERI　CORTEX
Diagram　illustrations　of　the　transverse　sections　of　eight　grades
2
H
罧、
◎ゆ、蟄％．潭　　　承魯◎ 懸熱10x－一』跨一騨』醐b』罎．
面
輪 c
A：Alba，　B：Continental　5　special，　C：Continenta15，　D二Continental　4，　E：Mexican　5，
F：　Mexican　4，　G：　Hamburg　1　（1：　thin　bark，　2：　thick　bark），　H：　Hamburg　2
2列．径20～65μmの油細胞が多数認められる．
　ii．　Continental　5　special（以下C－5　spとする）
　外形：Qyillingは径O・・75～0・95　cm，4～5枚の薄皮からなり，語部の厚さは0・3～1・On：11n・外面，内面はAlba
とほぼ同様であるが，Foxingの：量がやや多い．
　内部形態（Fig．1・：B）：皮層は厚さ850～1，200μm．一次皮層が残存し，一次皮層中には均等あるいはU字型に肥
厚した厚膜細胞が認められる．石細胞環は幅70～430μmで部分的に放，射方向に長い細胞も認められる．石細胞環に
は顕著に肥厚した石細胞がやや少なく，繊維束が150～2，000　ptm間隔で認められる（1，000　ptm間に存在する繊維
束は3個以下）．二次皮層は厚さ420～800μm，環の直下に小型の石細胞群が散在するものもある．St％は12．0～
42，　5％．
　hi．　Continental　5（以下C－5とする）
　外形：Quillingは径。．75～1．2cm，7～10枚の皮からなり，皮部の厚さは0．3～1．　O　mm．外面，内面はC－5　sp
とほぼ同様であるが，Foxingの量が多い．
　内部形態（Fig．1－C）：皮層は厚さ850～1，300μm．石細胞環を形成する細胞には放射方向に長いものも認められ
る．繊維束は出現頻度が少なく，1，000　ptm間に3個以下存在する．二次皮層は厚さ550～1，000　ptm．　St％は13．0
～22．　0％o．放射組織は2～3列のものが多い，
　iv．　Continental　4（以下C－4とする）
　外形＝Quillingは径1．0～1．4cm，7～11枚の皮からなり，皮嚢の厚さは0，4～1．3mm．厚皮の割合がC－5に比
べて多い，外面，内面は。－5と4まぼ同様であるが，Foxingの量がやや多く，また外面の平滑でないものも認めら
れる．
（37）
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Fig．2．　Cinnamomum　verum
A：　Sketch　of　the　branch　and　shoot，　B：　D　iagram　illustrations　of　the　transverse　sections　of
the　barks　（1：　base　of　the　branch，　2：　middle　of　the　branch，　3：　top　of　the　branch，　4：　shoot）
　内部形態（Fig．1－D）：皮層は厚さ800～1，450μm．石細胞環は通常寸断され，石細胞は二次皮層中に張り出して
発達し，また比較的大きな石細胞群が二次皮層中に散在することもある．二次皮層は厚さ650～1，050μm・St％は
44．　Ot－75．　0％．
　v．Mexican　5（以下M－5とする）
　外形：Quillingは径0．9～1．35　cm，6～9枚の皮からなり，皮部の厚さは0，5～1．5mm．厚皮の割合はC－4と
ほぼ同様．大部分の皮の外面はFoxingの量が多いため帯黄赤褐色を呈し，また平滑でない．薄皮のものはConti・
nentalの等級のものと同様であるが，わずかである．
　内部形態（Fig，1－E）：皮層は厚さ830～1，20qμm．石細胞環はところどころ切断している部分もあるが，ほぼ連続
する．繊維束は1，000　ptm間に1個以下存在する．二次皮層は厚さ580～1，370μm石細胞環の直下に小型の石細
胞群が認められる．St％は16．5～31．0％．
　vi．　Mexican　4（以下M－4とする）
　外形＝Quillingは径1．4～1．8cm，6～15枚の皮からなり，皮部の厚さは05～1．8mmで厚皮の割合が多い・
M－5と同様，Foxingの認められる皮が多く，その外面は平滑でなく黄褐色～帯黄赤褐色を呈す，また節の部分の皮
もあり，破折しゃすい．破折面は明らかに繊維質である．
　内部形態（Fig．1－F）：皮層は厚さ800～2，100μm．石細胞は環を形成しないことが多く，大型，小型の石細胞群が
皮層全体に散在する．二次皮層は厚さ650～1，500μm．St％は36．0～74．0％．
　vii．　Hamburg　l（以下H－1とする）
　外形：Quillingは径1．7～2．5cm，10～15枚の皮からなり，巻きが粗雑である．皮部の厚さは0．5～1．2mm，厚
皮が多い．外面は淡黄褐色～黄褐色を呈し，Mexicanの等級に比べてFoxingの量が少ない．表面の平滑なものと
そうでないものがある．
　内部形態（Fig．1・・Gl，2）：皮層は厚さ1，000～1，400μm．石細胞環は薄皮のもの（G1）では連続するが，通常とこ
ろどころで切断し，部分的に石細胞が二次皮層中へ張り出して発達し，また石細胞群が二次皮層中に散在することも
（38）
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　Fig．　3．　Gas　Chromatogram　of　the　Essential　Oils　of
　　　　　CINNAMOMI　VERI　CORTEX，　Hamburg　2
（peak　A：　eis－cinnamaldehyde，　peak　B：　trans－cirmamaldehyde，
peak　C：　trans－cinnamyl　acetate，　peak　D：　eugenol，　peak
E：　trans－cirmamyl　alcohol）
ある（G2）．二次皮層は厚さ700～1，000　Ptm．　St％は43．　0～85．　0％（薄皮のものは除く）．油細胞はAlba，　Conti・
nenta1，　Mexica11の各等級に比して少ない．
　viii．　Hamburg　2（以下H－2とする）
　外形：Quillingは径2．0～3．　O　cm，9～15枚の皮からなり，巻きはきわめて粗雑である。皮部の厚さは0．5～L8
mmでほとんどが厚皮である．皮には外面が黄褐色で平滑なものとFoxingが顕著で赤褐色を呈するものがあり，
両者ともに節の部分が認められ，また破折しゃすい．なかにはコルク層が残存している皮もある．
　内部形態（Fig．1－H）：皮層は厚さ1，100～1，900μm石細胞環は連続し，ところどころで二次皮層側に凹凸する・
二次皮層は厚さ530～1，500μm．石細胞環の直下に比較的大きな石細胞群が認められる．St％は25．0～60．　O％．
　ix．　Hamburg　3（以下H－3とする）
　外形：Quillingは径2．・0～2．8cm，10～15枚の皮からなり，外見上はH－2と区別しえない．個々の皮の性状には
かなりのぼらつきがある．
　内部形態：皮層は厚さ1，200～1，750μm．内部形態はばらつきが大きく，H－2と区別しえない．
　2）　Cinnamomum　verum　J．　S．　PRESL：地上部（枝）の長さは約2m，皮の外面10）は全体として淡黄褐色～茶
褐色で，灰白色を帯びる．縦に小さな亀裂が走る．比較剖検は3年生と思われる枝の基部，中央部，先端部および小
枝の皮部について行った．
　1．枝の基部一地上20cm一（Fig．2－A1）
外形：棚径は約28mm麟の厚さ10）e：1～1．8㎜，内面は囎でや裸み赫つた淡馳を呈す．
　内部形態（Fig．2－Bi）：皮層は厚さ11）1，900～2，100μm．石細胞環は幅150～600μmで，二次皮層側に凹凸がみ
られ，またところどころで切断する．石細胞のなかには放射方向に長いものもある．繊維束はほとんど認められない．
二次皮層は厚さ1，　200～1，500μm，石細胞環の直下に石細胞群が認められる．St％は25．0～53．0％．放射組織は2
～3列，油細胞が少ない．
　2，枝の中央部一地上60cm一（Fig，2－A2）
　外形：枝の径は約23・mm．皮部の厚さは0．7～0．9mm，内面は平滑で茶褐色．
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TABLE　1．　The　Anatomical　Characteristics　of　CINNAMOMI　VERI　CORTEX　and　Barks　of　Cinnamomum　verum
Elements
Bark“　Stone　ce］l　ring（groups）　Secondary　cortex
　　　　　　No．of　fiber
…轡・q船fTh器ss羅発罵＆＿P、
　　　　　　mean　max
The
ratio＊＊＊
of　Sto狙e
cell　ring
　（gO60）
Phloem　ray　Oil　cell
Materials
Thickness
　（ptm）
No．　of　　　　　Frequencyrows
CINNAMOMI　VERI　CORTEX
Alba
Continental　5　sp．
Continental　5
Continental　4
Mexican　5
Mexican　4
Hamburg　1
Hamburg　2
Hamburg　3
520－1000　a　above　1．5　5
850－1200　a　above　l　3
850－1300　a　bellow　l　3
800－1450　c　bellow　O．5　1
s30－1200　a（b）　bellow　o．　s　1
800－2100　c　nearly　O　2
1000－1400　b，c　nearly　O　2
1100－1900　a，c　bellow　l　2
1200－1750　a，c　bellow　l　2
360一　780　十　11．　0－23．0
420一　800　十　12．　0－42．5
550－1000　十　13．　0－22．　0
650－1050　十十　44．　0－75．0
580－1370　十　16．　5－31．　0
650－1500　十十　36．　0－74．　0
700－1000　十十　43．　0－85．0
530－1500　十一十十　25．0－60．0
700－1400　十一十十　24．orS5．0
　1－2
　1－2
（1）2－3
（1）　2－3
（1）　2－3
　2－3
（1）2－3
（1）　2－3
（1）　2－3
　十十
　十十
十一十十
　十
十一十十
十一十十
　十
　十
　十
Barks　of　C．　verum
　Shoot　480一　600
　Top　of　the　branch　900－1200
　Middle　of　the　　5Vr’a“hVchV”“V　1100－1250
　Base　of　the　branch　1900－2100
aa
a
b，c
nearly　5
above　1
bellow　1
bellow　O．　5
6　150一　230
4　550一　650
2　700一　800
十
十
6．　5一　8．0
17．　0－24．　0
18．　0－23．　0
1　1200－1500　十一十十　25．0－53．0
　1－2
　1－2
（1）2－3
（1）　2－3
十十十
十
十
　＊　As　to　the　standard　specimens，　every　grade　rnay　remain　a　part　of　primary　cortex．　The　value　in　the　table
　　shows　the　thickness　with　prirnary　cortex．　On　the　other　hand，　the　value　from　comparative　specimens　shows
　　the　thickness　without　cork　layer．
＊＊a：continuous　ring，　b：broken　r辻【9，　c：disorder．
＊＊＊　The　ratio　of　stone　cell　ring　and　groups　accumulated　radial　ly　to　800　ptm　square　in　cortex　without　primary
　　one，　used　on　weight　method．
　内部形態（Fig，　2－B2）：皮層は厚さ1，100～1，250μm．石細胞環は連続し，幅100～240μm，繊維束が170～1，500
μm間隔で認められる（1，000　Ptm間に存在する繊維束は2個以下）．二次皮層は厚さ700～800μm．　St％は18．0～
23．　0％．
　3．枝の先端部一地上148cm一（Fig．　2－A3）
　外形：枝の径は約15mm．．下部の厚さは0．5～0．7mm，内面は平滑で淡褐色～茶褐色．
　内部形態（Fi9・2一：B3）：皮層は厚さ900～1，200μm．石細胞環は連続し，部分的に二次皮層中へやや突出する．繊
維束は110～1，100μm間隔に現れる（1，000　Ptm間．に存在する繊維束は4個以下）．二次皮．層は厚さ550～650μm，
St％は17．0～24．0％．放射組織は1～2列．油細胞が多い．
　4．小枝（Fig．2－A4）
　外形：小枝の径は約3．5mm．皮部の厚さは0．2～O．4mm．
　内部形態（Fig．　2－B4。，b）：皮層は厚さ480～600μm繊維とわずかな右細胞が幅35～80μmの環を形成する．二
次皮層は厚さ150～230μm．放，射組織は1～2列．油細胞が多い．
　VI．成分（試料量の都合上P．　V．　P．　Jayasekera氏から入手した7等級品について行った）
　1）　精油組．成の確認
　H－2の等．級の試料をGCに付し，　Fig．3に示すクロマトグラムを得た．各成分はe－cinnamaldehyde，　t－cinnam・
aldehyde，　t－cinnamyl　acetate，　eugeno1，　t－cinnamyl　alcoholなどであることをGC－MSにより推定し，　c－ci11－
namaldehyde以外はそれぞれの手品のマススペクトルおよびGCの保持時間と比較して同定確認した．なお，　H－2
以外の等級も同一の成分を含むことを確認した．
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TABLE　ll．　The　Components　of　the　Essential　Oils　of　CINNAMOMI　VERI　CORTEX
Components
Samples 贈盤C灘謬lE…n・1篇器r1　Es署諸tial
Continental　5　sp．
Continental　5
Mexican　5
Mexican　4
Hamburg　1
Hamburg　2
Hamburg　3
　（％）
（ml／50　g）
　（％）
（ml／50　g）
　（ldo）
（ml／50　g）
　（％）
（ml／50　g）
　（％）
（ml／50　g）
　（％）
（ml／50　g）
　（％）
（ml／509）
69，　7
0，　585
77．　8
0．　482
79．　6
0．　478
78．　4
0．　439
74．　1
0．　467
83．　1
0．　540
85．　4
0．　410
20．　8
0．　175
11．　1
0．　069
9．　7
0．　058
8．　8
0．　049
12．　8
0．　081
4．　6
0．　030
2．　4
0．　012
　067」000
　8　1Q／0∩∠0
　4　1∠胃02nU
　3　1弓3020
　0　2103nU
　6　2004ハU
　2　2504・0
1．3
0．　Oll
O．　5
0，　003
1，　O
O．　006
0，　9
0，　oos
O．　3
0，　002
1．　6
0．　OIO
O．　1
0．　ooo
100．　O
　O．　84
100．　O
　O．　62
100．　O
　O．　60
100．　O
　O，　56
100．　O
　O．　63
100．　O
　O．　65
100．　O
　O．　48
　2）　各等級の成分組成
　各等級の精油含量およびt－cinnamaldehyde，　t－cinnamyl　acetate，　eugeno1およびt－cinnamyl　alcoholの組成比，
精油含量と組成比から算出した個々の成分の量をTABLE■に示す．精油含量は上等級品ほど多く，　C－5　SPが0・84
m1／509，　H－3が0．48　m1／509，精油の主成分は各等級ともに’一cinnamaldehydeである．個々の精油成分の組成比
はC－5spがt－cinnamaldehyde　69．7％，　t－cinnamyl　acetate　20．8％，　eugeno10．7％，　M－4がそれぞれ78．4，8．8，
2．3％，：H－3が85．4，2．4，4．5％で品質のよいとされるものほどt－cinnamyl　acetateの割合が多く，　t－cinnamalde・
hydeおよびeugenolの割合が少ない．含量についてはt－cinnamaldehydeは等級による傾向が明瞭ではなく0・41
m1／509～0．59　m1／509の間にあった．ただし，　C－5　spに最も多く，：H－3に少なかった．　t－cinnamyl　acetateは上等
級品ほど多く，eugenolは少ないという結果が得られた．
結論および考察
　1．今回内部形態を比較検討したセイロン桂皮の9等級およびCinnamomum　verum　J．　S．　PRESLの枝各部位の二
部の内部形態的特徴をTABLE　Iに示す．セイロン桂皮の各等級はC．・verumの枝のコルク層を剥いだ皮を基図と
し，同一等級品で若干の変異が認められるが，上等級品ほど皮が薄く，機械組織とくに石細胞の量が少なく，石細胞
環は連続し，繊維束が狭間隔で認められる傾向にある．また油細胞も多くなることから，内部構造的に精油含量が上
等級品ほど多いことが推測され，このことは実際の精油定量結果と一致した．なお以上の結果に基づき，生薬市場の
KURUNDUPOTUの基源を調査した結果，セイロン桂皮のH－2あるいはそれよりも低級品であった．
　2．　セィロソ桂皮の各等級とC．veru〃1の枝各部の皮の内部形態を比較すると，　Alba，　C－5　sp，　C－5は枝の先端
部，C－4，　M－5は枝の中央部～基部，　M－4，　H－1，　H－2は枝の基部の皮に相当し，上等級品は枝の細い部位から調整
されていることが明らかになった．
　3．検討したセイロン桂皮7等級の精油成分は質的には同様であった．しかし精油含量および個々の精油成分の組
成比は異なり，傾向として量的には上等級品ほど精油が多く，組成では上等級品ほどt－cinnamyl　acetateの占める
比率が高く，t－cinnamaldehydeおよびeugenolの比率が低いという糸吉果が得られた．ただしt－cimamaldehydeの
含量については，等級にそった傾向を示さなかった．かつて木村ら12）は種々の桂皮について精油成分を比較し，品質
のよいとされるセイロン桂皮ではcinnamaldehydeの比率が低く，cinnamaldehyde以外のカルボニル基をもつ副成
分が多いとし，この副成分が桂皮の品質を大きく支配すると報告している．本成分はcinnamyl　acetateと考えられ，
今回の実験結果は精油中のt－cinnamyl　acetateの組成比については木村らが各種桂皮間で見出した結果とほぼ同様
であった．ただし，木村らはeugenolについては検討していない，
　4．　セイロン桂皮の栽培地や集荷地を数ヵ所調査した結果，桂皮の栽培に適した地と適さない地があり，前者の地
では良質の桂皮ができるが，後者の地では半白質すなわちFoxingの多いものができる．良質の桂皮は通常2年目の
枝を伐採して収穫されるが，Foxingの多くできる土地では収量を上げるため3年以上生育させてから伐採している．
（41）
Presented by Medical*Online
ゆえに同一栽培地からすべての等級が生産されるわけではなく，また薄皮品といえどもFoXingの多いものは低級品
として出荷される．今回実験に供した各等級の皮の厚さや内部形態および成分組成が必ずしも順次変化していないの
は以上のような理由によるものであろう．
　5．漢方では古来，桂皮と桂枝すなわちCinna〃10MUM属植物の太い幹の皮部と細い枝の皮部を区別して用いてき
た13）が，現在日本では両老を区別せずに桂皮のみを用いている．今回精油成分を検討したセイロン桂皮は1～3年程
度の枝の皮であるが，それでも成分的に太い部分と細い部分にかなりの差を示した．より太い幹の皮ではさらにその
差は大きいものと予想されることから，改めて桂皮と桂枝の成分ならびに薬効的研究を行う必要があろう．
　A　list　of　abbreviations：　1rf：　phloem　fiber，　cpr：　primary　cortex，　cse：　secondary　cortex，　f：　fiber，　kl：　cork
layer，　m：　pith，　mr：　medullary　ray，　muc：　mucilage　cell，　oc：　oil　cell，　ph：　phloem，　sc：　sclereid，　st：　stone
ce11，　xy：　xylem．
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